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2024年度 学校法人 三幸学園 仙台ビューティーアート専門学校 

 自己評価ならびに学校関係者評価報告書 
 

自己評価報告責任者 ： 副校長 藤森 淳子 

学校関係者評価報告責任者 ： 学校関係者評価委員会委員長 高清水 久実 

 

 

1. 学校の教育目標 

学園のビジョン「人を活かし、日本をそして世界を明るく元気にする」、ミッション「人を活かし、困難を希望に変える」

のもと、ビューティー分野の学校として「人を美しくすることで人を元気にし、日本を明るく元気にする」というビジョン

を掲げている。 

また「技能と心の調和」を教育理念とし「素直な心、感謝の気持ち、高い意欲を持ち続け、自ら考え、自ら行動する

ことで、社会に貢献する人材」、ビューティー分野として「お客様を美しくすることで感謝される、サロン、組織を活性

化できる人材」を育成する人物像とし、専門学校として社会・業界に求められる人材の育成を進めている。 

 

２. 前年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

① 前年度重点施策振り返り 

学習環境としては、ほぼ授業を対面授業とし、コロナ禍前の教育に戻った状況ではあるが、その中でも学園として

行っている、VR での実技授業、デジタルテキスト、美容師国家試験筆記アプリの使用で ICT 教育は進んでいる状

況。 

学生自ら情報を得るという効果と、情報を常に早く得ることができる利点があるが、教職員が ICTが苦手である点、

不慣れである点から、学校としての導入がうまくいっていない、導入が薄い点があり、引き続き教員の ICT教育の積

極的な活用、学生への指導が必要。 

 

美容業界の知識、技術習得のための外部講習の導入を積極的に行った。 

サロン様によるヘアやメイクの美容実践授業、サロンガイダンスやサロン特別授業による美容業界の情報収集、外

部コンテストや講演会などへの積極的な参加の促しなど、専門学校の授業だけでは学ぶことのできないことを、企

業様にご協力をいただきクリエイティブな授業を行った。今後もこのような取り組みを学生のニーズや、美容業界へ

の興味、就職につながるものをリサーチし、選出しながら学生のために行っていきたい。 

本校の退学者数が課題の中、退学率が前年度よりも４．０７％低くなったため、教務運営と退学率の関係性につい

て、今後きちんと見直していく余地があると感じられた。 

 

②  学校関係者評価委員会コメント 

・サロンの特別授業、外部コンテストへの参加（フォトコンテストやワインディングコンテスト等）、サロン講演会のサ 

ポート、モチベーションアップ研修等において学生が意欲的に参加をしていた。その中でも、就職後スタイリストや 

ヘアメイクとして自身を売り出すために必要な SNSの講習を行った際は、そこで学んだことをすぐに取り入れ実践 

をした学生が、フォロワー数を増やすことができたため、講習をしていただいた講師の方からも評価を頂いた。 

一方で、モチベーションが低い学生もいるため、学生全員が興味を持てる内容の仕掛けやアプローチが必要であ
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る。（井上委員） 

・意欲的ではない学生へのサポートも教員全員で動機付けしていく必要がある。どのように興味を持たせるかはこち 

らの準備を綿密にしていく必要がある。（和田さん） 

・VRの導入は美容専門学校の中でも先手を取っており、高校生からしてもパソコンやゲーム感覚で楽しいと評価が 

高い。楽しい雰囲気で学べるという魅力を伝えていけたら良いのではないか。そして最終的には国家試験の合格 

への実質的な結果が出ると良いのではないか。（高清水委員） 

 

 

３.評価項目の達成及び取組状況 

（１）教育理念・目標 

① 課題 

目指す業界では、「自ら考え行動し、答えのない課題に答えを出してく力」が求められるが、現在の学生にはその

力が足りない。そのため、現場とのギャップが生まれ就職後の離職が見られる。 

また、業界から求められる人材としてのコミュニケーション力（受け答えの仕方）や、各分野で必要とされる人材像

についての周知や指導は、日頃の就職対策の授業内でも行っているが、個々に身に付けさせるための知識習得

や実践については、外部等への幅も広げ周知することも必要。 

 

② 今後の改善方策 

社会人育成の場である学校の理念や教育、取り組みを学生・保護者にさらに周知するために、入学前オリエンテ

ーションや入学前保護者会の実施（方法）を検討する必要がある。 

また、学生が何事にも能動的に取り組むような教務対応、スタートアッププログラムや初回ホームルームでの意識

付けを継続し徹底することが必要。 

 

③ 特記事項 

特になし 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

・技術よりコミュニケーション力を重視しており、仕事を探す力、仕事に対する姿勢が大切である。コミュニケーショ

ン力を付けつつ、周りを見る視野の広さも身に付けるような授業の展開があるといいのかもしれない。（渡部委員） 

・明るく元気な学生が多く、学校の理念が浸透できている。寮生活の中でもその姿勢が見てとれるのでそのままさら 

に浸透して出来ると良いのではないか。（高橋委員） 

・サロン様と密接な連携が取れるような、特別授業や行事運営を増やしていくことも重要である。（藤森さん） 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学校の理念・目的・育成人材像は定められているか（専門分野の特性が明確になっているか） 3 

社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか 3 

学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが生徒・保護者等に周知されているか 3 

各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づけられているか 3 



3 

 

3 

 

 

（２）学校運営 

① 課題 

労務上では、業務の個々の負担が大きくなってきている。また、人材育成・個人のスキルアップ向上も必要となる

ため、まずは現在の業務の見直し（不必要なものの精査）の対応を行う必要がある。 

システム化等による業務の効率化については、以前と変わらずの状況であるため、個々の負担が大きくなってきて

いる現状に、システムの活用を積極的に行うことが必要である。 

また、コンプライアンスについては、教員と学生だけではなく、教員同士という面からも再度認識統一が必要となる。 

 

② 今後の改善方策 

個々のスキルの把握をし、業務過多とならないよう、業務配分を適切に行う。 

システムの活用については、管理・時間短縮・高い精度のものについて、全教職員が活用できるよう、利用方法の

工夫や、早急な活用開始の対応を行う。 

引き続き、HR等を使って再周知や個別での指導を行っていく。 

学生への指導力向上のための研修会を実施したり、ハラスメント・コンプライアンス研修を実施していく。 

 

③ 特記事項 

特になし 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

・自社では管理者向けの講習はあるが、現状、部下からの評価制度はないため、実際は疑義もあり課題がある。 

学校運営の中でもしっかり評価ができるシステムや講習などがあるといいのではないか。（井上委員） 

・保護者の年齢、教員の年齢も変わってきている。若手は緊張感やストレスも感じやすくなってきているため、コンプ

ライアンス研修は理解を深める為にも年１回実施した方がよい。研修を通して教員と学生、また教員同士のコン

プライアンスの認識を高め、関係がより良くなるような環境作りをしていく必要がある。（高清水委員） 

・各種システムは導入されているが、全部は浸透しておらず使用しても時間を要しているのが現状。さらに美容業

界から中途で入社した教員も多いため、ICT 関係の苦手意識を変えるような研修・講習会なども必要だと感じる。

（藤森） 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

目的等に沿った運営方針が策定されているか 3 

事業計画に沿った運営方針が策定されているか 4 

運営組織や意志決定機能は、規則等において明確化されているか、有効に機能しているか 3 

人事、給与に関する制度は整備されているか 3 

教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか 4 

業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか 3 

教育活動に関する情報公開が適切になされているか 4 

情報システム化等による業務の効率化が図られているか 3 
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（３）教育活動 

①  課題 

教員の教務力、技術指導、授業対応の質向上が必要である。 

教育理念である 「技能と心の調和」が念頭にありながら、現代のＺ世代の学生にあった技術指導や授業対応がで

きるスキル、教職員の技術力・授業力の向上が必要。また、現代ではあたりまえとされる ICT教育（デジタルテキス

ト・VR授業等）の活用も含めた、現代の教育を教職員自ら学ぶといった取組が必要である。 

 

②  今後の改善方策 

全体会議や各教科会にて、全教職員の認識統一をより深めていき、教務力向上においては学園で行われている

WEB 教務研修等に参加を促す。また、現代の教育、学生が置かれている環境を知るために、外部講師による教

務研修を行い、教員としての意識を深めていく。 

ICT 教育に関しても苦手意識を持つ教職員が多いため、ICT の利点を認識するために、実際に外部講師の研修を

行い、理解を図る。 

 

③ 特記事項 

特になし 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか ４ 

目標の設定として、教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた教育機関としての修業年限に

対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 
４ 

学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか ４ 

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリュキュラムや教育方法の工夫・開発などが実施さ

れているか 
４ 

関連分野の企業・関係施設等、業界団体等との連携により、カリキュラムの作成・見直し等が行われて

いるか 
４ 

関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技・実習等）が体系的に位

置づけられているか 
４ 

授業評価の実施･評価体制はあるか ４ 

職業に関する外部関係者からの評価を取り入れているか ４ 

成績評価・単位認定の基準は明確になっているか ４ 

資格（免許）取得の指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか ４ 

人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保し、組織できているか ３ 

関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含め）の提供先を確保するなどマ

ネジメントが行われているか 
３ 

関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力育成など資質向上

のための取組が行われているか 
３ 

職員の能力開発のための研修等が行われているか ４ 
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④ 学校関係者評価委員会コメント 

・昨今、オンライン授業が普及し、紙で教材を見る機会が減ったため電子での確認や見せ方に変化が起こってい

るが、オフラインでの学びの重要性を感じる。オンライン・オフラインの使い分けを授業でも工夫する必要がある。

身に付けたオンラインの知識を就職した際に実践できれば、即戦力として売上や指名の力が伸ばせていけるので

はないかと感じる。（渡部委員） 

・教科書のデジタル化やアプリ管理が増えているが、技術向上においては現場で実践での技術指導が有効である。

現場のリアルな声、指導がさらに技術向上のステップアップになると感じる。（高橋委員） 

・教科により ICT教育の活用の差異が生じているので、教員の世代に合わせて指導方法や内容を変えて教員に浸

透させていく必要がある。そのためにはまずは教員のレベルに合わせた ICT研修を実施していく。（佐藤さん） 

 

（４）学修成果 

① 課題 

今年度は昨年度より退学率の低減を図ることはできたが、それに反し、ルール・マナーの遵守や高いコミュニケー

ション力の習得ができていたかというと、その点は課題であり、社会人としての人材育成の指導に力を入れていく必

要がある。 

また、卒業生全体の状況について、更に情報が得られる仕組み作りや、卒業生の活躍を在校生が知り得ることが

できる取り組みが必要である。 

 

②  今後の改善方策 

学生がルール・マナーの遵守ができるよう、全教職員が同じ指導ができるように、全体会議にて提示した教務方針

について継続した共有を行っていく。全教職員への共有・認識統一が難しい現状があるが、SNS 連絡ツールを利

用して、現状の学校状況やクラス・学生状況の発信を定期的に行い、情報共有を行う工夫をする。 

また、学生のコミュニケーション力・対応力を向上すべく、多数の教職員との関わりを増やす機会をつくる。 

卒業生については、卒業生向け SNS を通して学校の取り組み等を共有し、実際に技術授業や就職ガイダンス、オ

ープンキャンパスでの技術披露などに協力を促し、卒業生との連携を強化していく。また、卒業生の就職先への訪

問、同窓会運営強化も図る。 

 

③ 特記事項 

特になし 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

就職率の向上が図られているか ４ 

資格（免許）取得率の向上が図られているか ３ 

退学率の低減が図られているか ３ 

卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか ３ 

卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか ３ 
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④  学校関係者評価委員会コメント 

・卒業生と SNS での繋がりが増えている。在学中に企業と接点がある卒業生においては、卒業後も活躍を評価で

きるが、接点がない卒業生の場合の繋がりを可視化していくことに課題がある。SNS だけでは難しいため、美容業

界でのイベントなども取り入れていくと良いのではないか。（井上委員） 

・コミュニケーションを広げられる場として、同窓会の運営なども、学生同士で自ら参加したくなるような打ち出しや 

内容の検討ができるように指導していく。（和田さん） 

・同級生との繋がりは多いが、学年間を超えた交流は少ないのが現状。世代が近いと感じ方も似ているので、繋が

りは貴重である。またそのような場が学校以外でも増えていくとさらに良くなると感じる。（渡部委員） 

・自信を無くして退学を選ぶ事や学校に行く気持ちが低迷する事もあるが、単位制ならではの自分のペースで学べ 

る事を一つの選択肢として伝えていく事も必要である。また、そこを広報でももっと打ち出していくと良いのではない 

か。（高清水委員） 

・卒業生が活躍しているのを耳にすることや、母校で在校生のために技術披露をし、講話をしてくれることに感謝し

ている。引き続き在学中から教員と学生の距離を大切にし、卒業後も絆を深めていきたい。 

次年度より３年制課程が開設されるが、現状学費面の不安から２年制課程で卒業を希望する者が多いため、転 

科や再履修のルールを教員間で確認し、学べる選択肢の幅を認識、周知していく。（藤森さん） 

 

（５）学生支援 

① 課題 

現代の学生にあった対応・指導が必要とされる中で、教職員と学生の距離が近く、相談しやすい環境でありながら

も、ルール・マナーなどの規律を遵守させなければいけない指導の難しさが近年課題となっている。 

また、精神的なもの、対人関係の悩みで学校を休みがちになり、退学・休学をする学生が多くなる中で、多様性に

配慮した対応が必要とされる。 

また、クラス担任制のため、十分な配慮が必要な学生の対応を担任だけで解決しなければいけないという傾向に

なっている。 

保護者との情報共有がタイムリーではないため、連携対応の改善が必要 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

進路・就職に関する支援体制は整備されているか ４ 

学生相談に関する体制は整備されているか ４ 

学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか ４ 

学生の健康管理を担う組織体制はあるか ３ 

課外活動に対する支援体制は整備されているか ４ 

学生の生活環境への支援は行われているか ３ 

保護者と適切に連携しているか ３ 

卒業生への支援体制はあるか ３ 

中途退学者への支援体制はあるか ２ 

社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか ３ 

高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行われているか ３ 
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② 今後の改善方策 

様々な家庭環境の学生が多くなる中で、学生の変化や状況共有については、早期の対応や保護者との連携がさ

らに必要となるため、電話対応や面談のために保護者に来校を促すようにしていく。また、不登校、教室に入れな

いという学生においての特別教室（場所）の設定を検討する。 

学生がどの教職員にも相談しやすく、講師との連携も図るために、今までよりも教科会等での学生の情報共有をし

ていく。卒業生への支援については同窓会 LINKを活用し独立支援制度の案内や中途採用情報などを発信し、卒

業後の学校とのつながりをつくる。 

 

③ 特記事項 

スクールソーシャルワーカーとの連携開始 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

・学生同士のトラブルを解決、修復することが年々難しくなってきている。両者の話しを真摯に聞き、相談しやすい

環境を整えることが必要となる。また、公平な対応を更に心掛け、保護者への対応もタイムリーに行うことが必要

になってきている。（高清水委員） 

・保護者への緊急連絡や対応する環境は整っている。寮やマンションでは、ルールやマナーの認識違いによりトラ

ブルになる事もある為、引き続きルールやマナーの規律を遵守させる必要がある。プライベートにも関わる場があ

るからこそ、学生と保護者との連携は早急に対応できる体制を整えている。学校もタイムリーな対応ができると学

生・保護者・学校の信頼関係がより良くなるのではないかと思う。（高橋委員） 

・教員は頼られる存在であるために、聞く事の重要性を理解し、否定しない姿勢で向き合うことが大切である。情報

を察知する力を持ち、連携が遅くならないように教員間でのスピーディーな共有を意識していく。就職活動や社会

人に向けて精神面のフォローを継続する。（佐藤さん） 

 

 

（６）教育環境 

① 課題 

新校舎が新設されたため、普通教室、トータルビューティー科の実習室に教育環境の保持をすることはできたが、 

未だ、美容師の専門技術を行う実習教室の設備が行き届いていない箇所もあるため、整備改善が必要。 

また、防災対策は行っているが、教室のみならず、廊下、階段等を含めた防災の定期的な点検を実施することは

必要。 

学内外の教育体制については、海外研修・国内研修が行われており、例年今までよりも研修が充実しているため、

学生への周知を的確に行う必要がある。 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか ３ 

学内外の実習施設,インターンシップ,海外研修等について十分な教育体制を整備しているか ４ 

防災・安全管理に対する体制は整備されているか ３ 
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② 今後の改善方策 

教育上の教室環境確保のため、適切な実習室の利用を考えた時間割の作成をする。 

防災対策については、近年の災害、学生状況を加味し、再度全教職員への避難経路の周知、実際の避難訓練、

防災訓練、AEDの使い方の講習を行う。 

 

③ 特記事項 

特になし 

 

④  学校関係者評価委員会コメント 

・避難経路や避難場所の再確認、また安否確認の仕方やスピーディーな対応ができるよう、マニュアルの読み合

わせをして防災管理を継続していく必要である。（井上委員） 

・防災訓練を通して認識統一し、緊急対応時にも注力していく必要がある。（高橋委員） 

・緊急時対応できることを想定し、教職員のAED研修なども必要と感じる。防災では消火器や備品を確認し、学生

への周知伝達に課題を感じる。また新校舎もある為、本館と同時にどのように避難させるかの認識の統一を図り

たい。応急処置、救護の研修はこれからさらにしっかりとした内容を実施していきたい。（藤森さん） 

・国家試験の実技対策で応急処置の研修はあるが、救命救急の対応はない為、その場にいる担当が責任者とし 

て対応できるよう勉強が必要だと思う。（和田さん） 

 

（７）学生の受入れ募集 

① 課題 

特になし 

 

② 今後の改善方策 

ＳＮＳでの学校の魅力の打ち出しを継続することと、通常のオープンキャンパス以外に、部活やアルバイト等でオー

プンキャンパスに来校できない高校生に向けた、学校見学や体験ができる工夫を行う。 

 

③ 特記事項 

２０２５年度より美容科３年制課程の募集開始（美容科通信課程に該当） 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

・求める物が収入ではなく、「自分のために使える時間」のニーズが高まっている傾向がある為、３年制課程は１年

のゆとりを持って学べる環境であり、必要性が高まっていると感じる。一方で、意欲面では一生懸命さや貪欲さが

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学生募集活動は、適正に行われているか ４ 

学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか ４ 

入学選考は、適性に行われているか ４ 

学納金は妥当なものとなっているか ４ 
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低くなっていると感じる。今後はさらに指導過程の中で学生の気持ちを汲み意欲を高めていく必要がある。そして

メンタル面における心の教育も授業の中に取り組んでいくことによって現場へ繋がっていくと感じる。（渡部委員） 

・２年間の学生生活は忙しいと思っている子が多いが、SNS では普段の生活の様子や楽しさが感じられ、高校生に

とってもギャップが解消され、学びの深さや楽しさが伝わっている。引き続き SNS の打ち出し方は大切だと思う。

（高清水委員） 

・オープンキャンパスに参加している高校生には直接学校の良さを伝える事ができるが、さらに多くの高校生へ伝

える為に、SNSでの打ち出し方を考え、それぞれ魅力を伝えていきたいと思う。（佐藤さん） 

 

（８）財務 

① 課題 

【中長期計画】 

なし 

 

【予算・収支計画】 

 なし 

 

【会計監査】 

なし 

 

【財務情報の公開】 

なし 

 

② 今後の改善方法 

【中期計画】 

今期は第３期中期計画（2023年度～2027年度）の２年目にあたり、中期計画及び進捗状況はホーム 

ページ上に公開している。 

【財務情報の公開】 

なし 

 

③ 特記事項 

 第３期中期計画については、東京未来大学及び小田原短期大学の中計改定に加え、東京みらい中学校 

及び支援学校仙台みらい高等学園の内容を追加し、第３期中期経営計画（第２版）として改定する予定 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ４ 

予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ３ 

財務について会計監査が適正に行われているか ４ 

財務情報公開の体制整備はできているか ４ 
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である。 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

 特になし 

 

（９）法令等の遵守 

① 課題 

今後も継続した法令遵守が求められる。 

 

② 今後の改善方策 

法令遵守に対する啓蒙を図り、コンプライアンスや個人情報など法令の正しい知識を教職員に伝えていく。 

全体会議、教務会議にて定期的にハラスメント研修やコンプライアンス研修を行っていく。 

 

③ 特記事項 

特になし 

 

④  学校関係者評価委員会コメント 

・事案の共有をし、自拠点に置き換えて考え、見直していきながら指導も継続して行うのが良い。（井上委員） 

・ハラスメントの通報がある場合、組織の環境は整えておく必要がある。また、過度な内容の共有でコミュニ 

ケーションが取りにくくなる場合もあるのでバランスを見て対応していかなければならない。（高橋委員） 

・平等なものではあるが、シビアな人もいればそうでない人もいる。教職員同士は注目されやすいが、学生と

教員間のコンプライアンスについても注意をする必要がある。また。個人情報の管理にも気を付けていく必

要がある。（藤森） 

 

（１０）社会貢献・地域貢献 

① 課題 

産学連携による地域貢献や、企業連携による社会貢献はボランティアとして行ってはいるが、いまだ依頼数や参

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

関係法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか ４ 

個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか ４ 

自己評価の実施と問題点の改善に努めているか ４ 

自己評価結果を公開しているか ４ 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか ４ 

生徒のボランティア活動を奨励、支援しているか ４ 

地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に実施しているか ３ 
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加数は少ない状況となっている。 

また、提供する技術力を習得するために、技術アップを図る授業運営や練習会が必要となる。 

 

② 今後の改善方策 

関係企業や自治体との連携、新たな教育活動・イベントに積極的に参加をする。 

 

③ 特記事項 

特になし 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

・学んだ事をアウトプットできる環境と、学生がボランティアに参加できる環境があることは素晴らしいと思う。 

内申点を稼ぐ為にやる子もおり理由はそれぞれであるが、やりたい気持ちを先に持って取り組んでいる学生

を、学校としても受け入れる体制を整えていけると良い。（高清水委員） 

・仙台のサロンでは、他の企業（地域）と連携する事は少ないが、東京・名古屋・福岡は活発に取り組んでいる

と感じる。仙台でもそのような企業連携が整ってくるように美容業界の人たちとの関わりを増やしていくことが 

必要に感じる。（渡部委員） 

・地域との繋がりや高校分野へのボランティアが増えているが、出欠に関わるしがらみもある。学生のチャンス

を生かしていく為に、受け入れられるものを増やしていきたいが、余力を持ってできていないため打ち出し方 

も課題となっている。（佐藤さん） 

 

（１１）国際交流（必要に応じて） 

① 課題 

留学生の受け入れは行っているが、入学者数の増加には至っていない状況。 

 

② 今後の改善方策 

日本語学校向けのガイダンスを企業様を通して１度実施をしたが、留学生向け説明会の実施強化を検討する。 

 

③ 特記事項 

特になし 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

・日本語学校が少ない影響もあるが、東北の留学生は少ない。受け入れ体制も整えていく必要がある。 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

留学生の受入れ・派遣について戦略を持って国際交流を行っているか ３ 

受入れ・派遣、在席管理等において適切な手続き等がとられているか ４ 

学習成果が国内外で評価される取組を行っているか ３ 

学内で適切な体制が整備されているか ３ 
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（高橋委員） 

・現在の美容業界における留学生の就職先が首都圏にしかない為、東北でも広げていければ良いと感じる。

（和田さん） 

・採用においてはエリアによって始まっているところもあるが、卒業後そのまま在留している方は少なく、留学生

の日本での就職先は厳しい状況である。（井上委員） 

・東北地区の留学生が少なく、外国人を受け入れる美容室が首都圏にしかないのが現状である。学ぶ環境 

として首都圏と東北では学費面や家賃面が大きく違うこと等、東北での学びやすさや住みやすさを伝えるな 

ど、打ち出し方を考えていく必要がある。（藤森さん） 

 

４. 学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

退学率が低減したことにより、教務については良い結果を残せたように感じるが、本来の社会人として育成が適正

にできているかの観点で、今後の教育の取り組み方の検討が必要となる。 

また、ＩＣＴ教育の導入・普及が進んでいる中で、学生の受け入れのスピード感は早く、ＩＣＴ教育のコンテンツも多く

なっており教育の充実化を図れるものでありながら、教員側の受け入れや周知が大変遅い。 

多様化する社会で、学校も多様化することが必要であることと同時に、今まで通りの学生一人一人に寄り添い個別

で対応していくことの継続も必要である。 

学校運営、環境設定、教育の質を整え、より多くの学生の教育を担い、地域を代表とする専門学校として更に学

校の認知度を増やしていきたい。 

またより多くの学生を受け入れていく中で緊急を要する対応（応急救護など）も迷わずできるよう研修・勉強会を増

やし安全で安心できる学校生活を整えていくことが大切である。 


